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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年4月18日(2013.4.18)

【公開番号】特開2011-133631(P2011-133631A)
【公開日】平成23年7月7日(2011.7.7)
【年通号数】公開・登録公報2011-027
【出願番号】特願2009-292279(P2009-292279)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  13/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側より順に、プラスチック材料から成る第１レンズ、絞り、プラスチック材料から
成る第２レンズを具備するレンズ系から構成される撮像レンズであって、
　第１レンズの第１面が凸面、第２面が凹面で構成され、第２レンズの第１面が凹面、第
２面が凸面で構成され、レンズの各々の面が非球面で構成されかつ第２レンズの第１面が
色分散機能を発揮する回折光学面であり、以下の条件式（２）を満足することを特徴とす
る２枚構成から成るＦ値が３以下の高性能大口径比撮像レンズ。
ただし、
（２）０．０９＜Ｄｅ／ｆ≦０．１５５
Ｄｅ：第１レンズ第１面及び第１レンズ第２面のそれぞれの有効径に於ける光軸方向の距
離
ｆ　：全系の焦点距離
第１レンズおよび第２レンズの物体側の面を第１面、像側の面を第２面とする。
【請求項２】
　基準点から物体方向を負、像面方向を正とする座標系において、各光学要素が以下の条
件式を満足するように構成されてなることを特徴とする請求項１記載の２枚構成から成る
Ｆ値が３以下の高性能大口径比撮像レンズ。
（１）－０．１１＜（Ｌ／Ｒ）／（Ｖ１／Ｖ２）＜－０．０７
ただし、
Ｒ　：第２レンズ第１面の平均曲率半径
なお、平均曲率半径とは非球面の光軸方向の変位を最小二乗法で近似した球面の曲率半径
を表す
Ｌ　：絞りから第２レンズ第１面までの距離
Ｖ１：第１レンズ材料のｅ線のアッベ数
Ｖ２：第２レンズ材料のｅ線のアッベ数
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　物体側より順に、プラスチック材料から成る第１レンズ、絞り、プラスチック材料から
成る第２レンズを具備する２枚のレンズ系から構成されおり、第１レンズの第１面が凸面
、第２面が凹面で構成され、第２レンズの第１面が凹面、第２面が凸面で構成され、レン
ズの各々の面が非球面で構成されかつ第２レンズの第１面に色分散機能を発揮する回折光
学面が配置されている。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、前述のような撮像レンズは基準点から物体方向を負、像面方向を正とする座標系
において、各光学要素が以下の条件式を満足するように構成されることが好ましい。
（１）－０．１１＜（Ｌ／Ｒ）／（Ｖ１／Ｖ２）＜－０．０７
（２）０．０９＜Ｄｅ／ｆ≦０．１５５
ただし、
Ｒ　：第２レンズ第１面の平均曲率半径
なお、平均曲率半径とは非球面の光軸方向の変位を最小二乗法で近似した球面の曲率半径
を表す。
Ｌ　：絞りから第２レンズ第１面までの距離
Ｖ１：第１レンズ材質のｅ線のアッベ数
Ｖ２：第２レンズ材質のｅ線のアッベ数
Ｄｅ：第１レンズ第１面及び第１レンズ第２面のそれぞれの有効径に於ける光軸方向の距
離
ｆ　：全系の焦点距離
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
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【数１】

 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、実施例１の撮像レンズは以下の条件式を満足するような構成になっている。
（１）－０．１１＜（Ｌ／Ｒ）／（Ｖ１／Ｖ２）＜－０．０７
（２）０．０９＜Ｄｅ／ｆ≦０．１５５
ただし、
Ｒ　：第２レンズ第１面の平均曲率半径
なお、平均曲率半径とは非球面の光軸方向の変位を最小二乗法で近似した球面の曲率半径
を表す。
Ｌ　：絞りから第２レンズ第１面までの距離
Ｖ１：第１レンズ材質のｅ線のアッベ数
Ｖ２：第２レンズ材質のｅ線のアッベ数
Ｄｅ：第１レンズ第１面及び第１レンズ第２面のそれぞれの有効径に於ける光軸方向の距
離
ｆ　：全系の焦点距離
以下、本発明の骨子の詳細を説明する。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　回折光学面を備えた２枚構成のレンズは既に特開２００４－１９１８４４号公報ならび
に特開２００８－８９９４９号公報等により公知であるが、何れも回折光学面を持たない
基本構成レンズに回折光学面を付加した例であり回折光学面の配置位置及びその形状が明
確に規定されていない。大きな分散を有する回折光学面はその特質からレンズ構成と配置



(4) JP 2011-133631 A5 2013.4.18

位置及びその形状を最適化しないと有効的な効果を上げることが困難である。単色光や画
角が小さいなどの特定条件においては回折光学面の配置に関する自由度は大きいが、当該
実施例のように白色光かつ広画角の撮像レンズにおいて回折光学面を有効に作用させるた
めには本発明の形態が最適である。また、本発明の目的とする白色光かつ広画角の撮像レ
ンズに関わるレンズは特開平１０－１６１０２０号公報等により公知であるが何れもＦナ
ンバー：８程度と口径比が小さく本発明のような大口径比のレンズに求められるような性
能や機構的な条件が大きく異なるため条件式（２）のような制約が課されない。
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